
 

 

               
 

 
2005 年３月 20 日福岡県西方沖の地震の評価 

 
 
○ ３月 20日 10 時 53分頃に福岡県西方沖の深さ約 10km でマグニチュード(M)7.0(暫定)の

地震が発生し、福岡県と佐賀県で最大震度６弱を観測した。地震の発生状況から、これま

での活動はM7.0の地震を本震とする本震－余震型であると考えられる。これらの地震は、

北西－南東方向に長さ約 25km に分布している。本震の発震機構は東西方向に圧力軸を持

つ横ずれ断層型である。余震分布と本震の発震機構から推定される震源断層は、北西－南

東方向のほぼ鉛直な断層面を持つ左横ずれ断層である。３月 21 日 12 時までの最大の余震

は、20 日 19 時 52 分頃の M4.7（暫定）の地震（最大震度２）で、余震域の北西端付近で

発生した。 

 

○  GPS 観測の結果によると、今回の地震に伴い、福岡観測点（福岡県福岡市東区）では南

西に約 17 ㎝、前原（まえばる）観測点（福岡県前原市）では南に約８cm 移動するなど福

岡県を中心に変動が観測された。これらの観測結果は本震の発震機構と調和的である。 

 

○  今回の活動域周辺で発生した M７以上の地震は、1700 年の壱岐・対馬付近の地震（M７）

が知られているのみである。その他の過去の活動としては、1898 年の糸島の地震（M6.0，

M5.8）、1929 年と 1930 年に福岡県西部でそれぞれ M5.1、M5.0 の地震が発生しているが、

それ以降 M５を超える地震は発生していない。 

 

○ 余震域の北東側には、余震分布とほぼ同じ方向に延びる長さ数㎞の活断層が２カ所に分

布する。また、福岡県北部には、北西－南東方向に延びる活断層が複数存在し、これらの

活断層のうち、福岡市から筑紫野市にかけて延びる警固(けご)断層が余震域の南東延長付

近に位置している。 

 

○ ３月 21 日 16 時から３日以内に、M 5.5（震度５弱ところによっては震度５強程度）以

上が発生する確率は約 10％と推定される。 
 
 
 

平成１７年３月２１日 

地震調査研究推進本部 
地 震 調 査 委 員 会 



気象庁作成 

 

福岡市 

志賀島 
（しかのしま） 

玄界島 

小呂島 
（おろのしま） 

 2005 年３月 20 日 10 時 53 分に福岡県西方沖の深さ９km で M7.0（最大震度６弱）の地震が発生
した。余震活動は北西－南東方向に分布し、長さは約 25km である。21 日９時現在、最大の余震
は 20日 19 時 52 分の M4.7（最大震度２）で、最大震度４以上の余震は観測されていない。 
 本震発生後ほぼ 1日が経過し、余震活動は順調に減衰している。 

３月 20 日 福岡県西方沖の地震（本震と余震活動） 

※余震域に沿う海域の断層トレースは、「福岡湾 海底地
質構造図」（平成８年９月 海上保安庁水路部）による 

矩形内の断面図（Ａ－Ｂ投影） 

矩形内の断面図（A-B に垂直な方向） 

Ｍ－Ｔ図 

改良大森公式のフィッティング 
（M3.0 以上） 

本震 

最大余震 

震央分布図（本震発生以降、Mすべて） 
時空間分布図（A-B 投影） 



福岡県西方沖の地震（平成17年3月20日～）

＊この資料は速報値であり、後日の調査で変更されることがあります。

1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 回数 累計

03/20 10:53-24:00 49 35 5 0 0 0 1 0 0 90 90
総計 49 35 5 0 0 0 1 0 0 90 90

　

H17.03/21

1 2 3 4 5弱 5強 6弱 6強 7 回数 累計
00:00 － 01:00 2 2 92
01:00 － 02:00 3 3 95
02:00 － 03:00 3 3 98
03:00 － 04:00 1 1 99
04:00 － 05:00 0 99
05:00 － 06:00 2 2 101
06:00 － 07:00 1 1 2 103
07:00 － 08:00 2 2 105
08:00 － 09:00 0 105
09:00 － 10:00 1 1 106
10:00 － 11:00 0 106

日累計 13 2 1 0 0 0 0 0 0 16 -
総計 62 37 6 0 0 0 1 0 0 － 106

備考
有感回数最大震度別回数

時間帯

平成17年3月21日11時現在

有感回数

気象庁地震火山部

最大震度別有感地震回数表　(前震・本震を含む）

備考
最大震度別回数
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回数（回） 福岡県西方沖の地震（平成17年3月20日～）

震度１以上の地震の

発生回数
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・ 余震域に沿う海域の断層トレースは、 
「福岡湾 海底地質構造図」（平成８年９月 海上保安庁水路部）による 

今回の地震の発震機構は東西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層型で、余震活動の分布から北西－南

東走向の左横ずれ断層と考えられる。西山断層帯は地震調査委員会の評価において、左横ずれとさ

れており、今回の地震とほぼ同様のメカニズムが想定される。 

なお、今回の地震の余震活動域の南東延長には警固（けご）断層がある。 

 

警固断層付近において過去に発生した地震で発震機構が決まっているものはほとんどなく、断層

の南東延長方向に２つあるだけである。 

３月 20 日 福岡県西方沖の地震（メカニズム） 

今回の地震活動と過去の地震の発震機構 

（余震活動は 2005 年３月 20 日 19 時までの暫定結果） 

今回の地震と
余震活動 

：警固（けご）断層の概略位置 

本震のＣＭＴ解 

：西山断層帯の概略位置 

本震 最大余震 
Ｐ波初動解（暫定解） 

注）本震直後の M4.6 の余震は検測不能のため未決定 



３月２０日 福岡県西方沖の地震の震源過程 
 
 2005 年 3 月 20 日 10 時 53 分に、福岡県西方沖で発生した地震（M=7.0）について、IRIS-DMC
より広帯域地震計記録を取得し、遠地実体波の解析(＊1)を行った。仮定した断層面は、気象庁Ｃ

ＭＴ解の北西－南東方向の走向の断層面(走向 302 度、傾斜角 68 度)で、深さは 10ｋｍ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊1 解析に使用したプログラム M.Kikuchi and H.Kanamori, Note on Teleseismic Body 
Wave Inversion Program, http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/ETAL/KIKUCHI/ 

 

すべり量分布と仮定した断層面 

傾斜（下がり方向） 

★は震央位置 

 

気象庁ＣＭＴ解 

モーメント M0=1.30×1019(N・m) 

モーメントマグニチュード Mw=6.7 

断層面１      断層面２ 

 走向  302 度     33 度 

 傾斜角  68 度     87 度 

 すべり角 –3 度    -158 度 

気象庁作成 

(下半球等積投影) 

深さ 5.4km 

深さ 14.6km 



３月２０日 福岡県西方沖の地震の震源過程２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

震源過程解析結果 

M0=0.977×1019 N・m     Mw=6.59 

H=10km   var.=0.3037  Dmax=1.2m 

  

 

 
気象庁作成 

波形比較 



余震活動の回数比較（マグニチュード4.0以上）

2005年03月21日11時00分現在

積
算
回
数

本震からの経過日数
（日）

気象庁作成
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1997年鹿児島県薩摩地方(M6.6)

2004年新潟県中越地震(M6.8)

1948年福井地震(M7.1)

1995年兵庫県南部地震(M7.3)

2000年鳥取県西部地震(M7.3)



気象庁作成 

 
３月 20 日 福岡県西方沖の地震（DD 法） 

DD 法 

上図の断面図（A-B 投影） 上図の断面図（A-B 投影） 

一元化 



気象庁作成 

 
福岡県西方沖の地震（M7.0）の警固断層に対するΔCFF 

2005 年３月 20日 10 時 53 分に福岡県西方沖の深

さ９ km で M7.0（最大震度６弱）の地震が発生した。 

発震機構は、東西方向に圧力軸を持つ横ずれ断層

型である。 

今回の活動の南東約 15 km には、警固断層（地表

トレースを図中に示す。走向 315°、傾斜角、90°

すべり角０°を仮定）が北西－南東に延びている。 

 

この断層帯に及ぼす影響は、潮汐（1000 Pa）の

10～100 倍程度である。 

 

ΔCFF 分布図 

-50000Pa 

-50000Pa 

+50000Pa 

+5000Pa 

-50000Pa 

+50000Pa 
+50000Pa 

+50000Pa 

対象：走向 315°、傾斜角 90°、すべり角０° 

ソース：断層長 25 km、幅 10 km、走向 302°、

傾斜角 68°、すべり角-3° 

モーメント量 1.30×1019 Nm 

P 波初動解      CMT 解 

警固断層 

西山断層帯 

μ：50GPa 
ポアソン比：0.25 



気象庁資料 

 

10:53 地震発生 

10:57 福岡県日本海沿岸、壱岐・対馬に「津波注意」発表 

12:00 「津波注意」解除 

３月 20 日 00 時～24 時の九州北部・対馬、九州西部の潮位データ 



気象庁作成 

 
福岡県西方沖の最近の地震活動状況 

震央分布図（2001 年以降、M すべて） 

領域ａ 

 今回の地震の付近の最近の活動状況を

示す。今回の地震の余震発生域付近（領

域ａ）では、通常の活動そのものが低調

であり、活動前に特段の変化を認めるこ

とはできない。 

もうすこし広い範囲（図の範囲全体）で

みると、2004 年 12 月以降、地震の数が

少なかったように見える。 

 

 なお、1923 年８月以降では、今回の地

震の付近における M2.0 以上の地震は

1996 年４月 18日の M2.1 のみである。 

領域ａ内の地震活動経過図 

領域ａ内の回数積算図 

上図内全体の地震活動経過図 

上図内全体の回数積算図 

震央分布図（1923 年８月以降、M≧2.0） 

領域ｂ 

領域ｂ内の地震活動経過図 



気象庁作成 

 

領域ａ内の地震活動経過図、 

回数積算図 

今回の地震は地震調査委員会で評価されている西山断層帯から南西に約 20km 離れたところにあ

る警固（けご）断層の北西延長線上付近で発生した。福岡市付近では、警固断層に沿う北西－南東

方向に伸びる地震の線状配列が見られ、これ以外にも同様な走向の線状配列が数条見られる。

（  ） 

Ｂ

福岡県西方沖～警固断層付近の最近の地震活動状況 

震央分布図（1997 年 10 月以降、Mすべて） 

今回の地震 

領域ａ 

今回の地震と警固断層を結ぶ北西－南

東方向のやや広い範囲（領域ａ）において

は、今回の地震の前の活動に特段の変化は

見られない。 

この領域内では、2004年６月25日にM3.2、

９月６日に M3.7 の地震が発生している

が、今回の地震からはやや離れている。 

（  ） 

Ａ

：西山断層帯の概略位置 ：警固（けご）断層の概略位置 

Ａ

Ｂ

Hi-net 導入 



気象庁作成 

 周辺で過去に発生した M6.0 以上の地震 

震央分布図（416 年以降、M≧6.0） 

今回の地震 

   年  月 日 時 分    緯度        経度        深さ    M        震央地名 
────────────────────────────────────────── 
  0679 00 00 00:00   33°N 18.0'  130°E 48.0'     0  6.5～7.5      筑紫 
  1700 04 15 00:00   33°N 54.0'  129°E 36.0'     0   ≒７      壱岐・対馬 
  1793 01 13 00:00   34°N  6.0'  131°E 30.0'     0  6 1/4～6 1/2   長門・周防 
  1831 11 14 00:00   33°N 12.0'  130°E 18.0'     0    ≒6.1        肥前 
  1857 07 08 00:00   34°N 24.0'  131°E 24.0'     0    ≒6.0        萩 
  1898 04 03 15:48   34°N 36.0'  131°E 12.0'    10    6.2         山口県北方沖 
  1898 08 10 21:57   33°N 36.0'  130°E 12.0'    10    6.0         福岡県西部 
  1991 10 28 10:09   33°N 55.4'  131°E  9.9'    19    6.0        周防灘 瀬戸内海 
  2005 03 20 10:53   33°N 44.4'  130°E 10.6'    9.2    7.0        福岡県西方沖 
~ 

  

① 679 年 筑紫   家屋倒壊多数。 
② 1700 年４月 15 日 壱岐・対馬 家屋全壊 89。 
③ 1831 年 11 月 14 日 肥前 佐賀城に被害。全壊家屋あり。 
④ 1898 年８月 10 日 福岡市付近 負傷者３、糸島郡で、家屋全壊７。 
                 「日本の地震活動」,1997,地震調査委員会 より 

① 
② 

④ 

① 

② 

④ 

③ 

内の地震の被害 

吹き出しをつけた地震 

③ 

M6.5～7.5 

≒M7 

M6 1/4～6 1/2 

≒ 

≒ 



気象庁作成 

 

× 

震度分布 

拡大図 

推計震度分布図 

2005 年３月 20日 10時 53分 

福岡県西方沖（M7.0） 

× 

 



過去に周辺で発生した M5 以上の地震（1700 年以降） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  1923 年 8月以前：理科年表および宇津カタログによる 

  1923 年 8月以降：気象庁震源カタログによる 

 

 

 

事務局作成資料 

2005年3月20日 

今回の地震 
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